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ま え が き

この報告書は,パキスタン回教共和国の中でそのほとんどが乾燥ないしは半乾燥地帯にあって､最も開

発が選れ､世界的にも人口密度が貴低の地域であるパルチスタン州を対象とし､農業開発の可能性を見棲

めながら行ったプロジェクト･ファインデイング調査についての結果を取りまとめたものである｡

今回の訴査では､これまでの再発事業から取り残された小農模事業に焦点をあて､比較的小額の事業費

で工期も短く､より早い事業効果が期待できる事業を対象とすることにした｡

この調査は日本技研株式会社が社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金を得て､平成5年5月

17日から29日までの13日間の現地調査を実施し､その後の国内作業により報告書を取りまとめた｡

この調査にあたり､パルチスタン州政府の潅放電力局次官のMohammadAmh氏をはじめ多くの関係者

から多大のご協力を頂く一方､在イスラマバード日本大使館の田野井雅彦一等書記官からは､数々のご助

言及び御指導に賜りました｡ここに親面を借りて､深く感謝申し上げる次第です｡

平成5年5月

日本技研株式会社
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約

1. この調査は年間降雨量が200ー300mmという乾燥地帯での潅就開発の最適な手法を見出し,日本国

政府の援助の対象としての開発プロジェクトを発掘することを目的としている｡

2. パルチスタン州の州都クエツタ付近は標高が高く, ‾日中の気温は高いが夜間は下がり､昼夜の温度

格差が大きく､湿度は低く,日照時問が長い｡この気候はリンゴなどの果樹栽培には､糖度の高い

良質な果物の生産に最適な条件である｡しかし,この地方は庵端に降雨量が少なく､潅放水源とな

る川もないのが現状である｡

3. この地方の潅叔方法としては,数千年の昔から行われているカレーズ(中近東独特の地下水道)港

漉があるが,この適用地区は場所的にも､面積的にも限られており､今後の開発の余地はない｡こ

のほか,最近では､部分的にチューブ･ウェルを設け､地下水を汲み上げて潅放するところが見つ

けられる｡ところが､この地下水の量にも限りがあり､地下水位は低下の一途をたどっている｡し

かも､在来のカレーズもチューブ･ウェルによるポンプ潅耽の普及により湧水量が減少し､このま

までは地下水源の渦渇化のが懸念されている｡州政府は,この現状を貯まえ､チューブ･ウェルの

設置を及刺している｡

4. この地下水源を確保するた捌こ約20年前から､この地方で行われていることは,洪水時の一次的な

出水をダムに溜め､その後､その貯留水を徐々に地下浸透させて伏流水とし下洗の地下水を滴養す

るというbhyActionDaJTI建設である｡ダムの下流域ではこの地下水をチューブ.ウェルで汲み上

げ､果樹栽培を行い効果を上げている｡

5. このダムは堤高が15m以下の低堰堤で,水源れを防ぐ必要がない上,放水量のコントロールする

必要もない｡従って､沌設は簡単,施工は容易､工掛ま短く､工事費も非常に低くおさえることが

できる｡また,地下水となるので,水面蒸発による水の無駄もなく,水源の絶対量の乏しいこの地

方には最適な水源開発の方法といえる.これまでの美濃では､低下を続けていた地下水位が復元し､

滴れていたカレーズの湧き水の量が増え､顕著な効果を上げている｡



6. その後州政府では､この種のダムを次々に築造し,年間数箇所ずつの■完成をみているが,当地域に

はダム築造の候補地点が無数にある｡一方､州の予算には限度があり､計画全体としては遅々とし

て進まない現状である｡

7. 個々のダム工事は全て小規模で,単年度実施が可能であるが事業親模としてはいくつかのダムを選

定してパッケージとすることにより､適正なものとすることができる｡

8. 州蔀クエツタ近辺は治安上の問題もなく､幹線道路や集落に近く､プロジェクトとして有利な候補

地を選定すれば､事業実地上問題はない｡
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第1章 調査の概要

1. 1 調査の背景

この調査対象地区であるパルチスタン州は,パキスタンの南西部に当たり､西はイラク､北は

アフガニスタンと国境を接している｡その面積は4つの州からなるパキスタンの国の中では最も

広く､パキスタン全国土の43%tこ相当する35万km2 (日本の約9割)の土地を抱えているが,乾

燥または半乾燥地帯のため,自然条件が悪く,農地として利用されている土地はわずかにその

4.5 %の約160万haに過ぎず､その生産性も棲めて低いo しかし､当州では他にみるべき産業もな

く,州としては食糧自給もできない現状であるので､農業開発には相当な関心を持っている｡

これに対し,州人口は1981年の溌計では430万人で､人口密度は12人n(m2で牲界的にも最も少

ない地域といえる｡ところが､アフガン内戦以来､隣国からの難民の流入が激しく､ 1992年現在

ではその稔数約55万人(パキスタン全土では約330万人)が数えられた｡その後,紛争の沈静化

とともに徐々に引き上げ､帰国しているが,他国からの難民とはいえ､もともと歴史的には同じ

パルチ圏の同一民族であり､風俗,習慣,言語にも共通性があり､中には定住化しているものも

かなりいる模様である｡

これらの難民の一部は季節的な農業労働者として､果樹園などに雇用されているが,山羊､羊

の放牧生活を送っているものが多い｡その放牧は,ただでさえ貧しい自然の植生状恵を一層悪化

させ,砂漠化を促進させる結果となっている｡

この地方は年間降雨量が200ー300mm程度で,河川の表流水は洪水時の一次的な出水以外はほ

とんどない｡従って,自然の植生は皆無に等しく,天水農業は全く不可能なところである｡中近

東やインド,パキスタンなどの乾燥地帯で,数千年の昔から伝わる農業にカレー･ズ(カナートと

もいう)と呼ぷ地下水道を設けて取水する地下水利用の潅枚方法がある｡この地方でもこのカレ

ーズによる潅就農地が散見されるが､当然この水源には限度があり､現状以上の利用､開発は望

めない｡

この地方は低湿､夏期の高温､豊富な日照などの気候条件に恵まれている一方､特にクエツタ

近郊の農業適地は比較的標高が高いため(海抜1,500-2,(X氾mm)昼夜の温度格差が大きく､土

塊もまた肥沃である｡これらの好条件のため､水さえあれば果樹栽培適地であって､最近では潅

蔽施設を設け良質のリンゴなどの果樹が生産されている｡

近年になり､地下水を利用した果樹園の開発が盛んに進められ,ポンプ(チューブウ主ル)に

よる地下水の汲み上げが増加し,その結果,地下水位が低下し､一部には水不足の事態を招いて

いる.さらに,古来のカレーズもその湧水量が減少してきており,州政府ではチューブウェルの

-1-



新設には親制を始めている現状である｡

先に平成4年度のADCAのプロジェクト･ファインデイング調査として､パキスタンの北西辺

境州及びパルチスタン州で4件の小規模潅漉開発計画の現地調査が実施されが,その際､日本国

改称の開発援助(ODA)の農業開発に安当なプロジェクトとして,パルチスタン州の州都クエツ

タ周辺を対象とした地下水滴養ダム(DelayAcdonDam)による小規模潅敢闘発計画が注目され

た｡これを受けて,この度,表記のとおり地下水滴養ダム(】恥1年yAcdonDam)計画に焦点を放

り､再度現地調査､資料収集を行い,計画の安当性や高い稗益性及び現地の関係者の強い要望な

どを再確認することができた｡

1. 2 調査の目的

本調査はパキスタンのパルチスタン州の内､治安上の問題がなく､開発プロジェクトとしての

可能性の高い州都クエツタ周辺に絞り,その潅就農業開発のあり方について,調査､検討を行っ

たものである｡

1. 3 調査団の構成

1) 高橋親-

S.3.6.1

S.23. 3

S.23.1l -S.30.10

S.30.10 -S.43. 6

S.43.7 -S.44. 7

S.44.S
-S.59.9

S.59.10
-S.62.

9

S.62.9一視 在

2) 立山種司

S.38.4.21

S.6l.3

S.6l.4 -S.63.4

S.63.4 一視 在

生まれ

愛知県立農林専門学校農業土木科卒業

農林省岡山農地事務所,小阪部川農業水利事務所

愛知用水公団

農林省中国四国農政局,麻植開発建設事務所

(秩)三祐コンサルタンツ

(株)イセキ開発工横

日本技研(秩)

生まれ

立命館大学産業社会学部卒業

立命館大学地域社会環境整備研究室

日本技研(秩)

-2-



第2章 De[ayAdion Dam

2. 1 DelayJbtbnDamとその現状

この地方独自の潅軟水源の開発の手法として, Dehy Ac血n Damの建設による地下水の滴善が約

20年前から始められた｡このダムは透水性地盤上に一切の止水工や漏水防止をしないで築造する､

堤高50ft未満の小規模土堰堤である｡ここに年2回の割で来る雨期の一次的な出水を貯留し､そ

の貯水を徐々に地下浸透させ､伏流水として､下流域の地下水の滴養源とするものである｡受益

地帯ではこの地下水をポンプで汲み上げ､主としてリンゴを中心にした果樹園を造成し,着実に

効果を上げている｡このダムの特徴を挙げれば,

(1)地区内には未利用の裸地が無限にあって,用地取得上の障害や環境上の問題は全くない｡さら

に､ダム候補地点には基礎地盤など特定の条件を必要とせず､経済的な理由から築堤量の少な

い場所を選べぼどこでもよい｡

(2)貯水目的でない堤高の低いダムのため､高堰堤の制約を受けず､構造が簡単､施工が容易であ

り､従って工事費が安い｡

基礎掘削､基礎処理,止水工が不要で､単に築堤するだけでよい｡

碇堰堤のため､その盛土管理もあまり厳格でなくてよい｡

余水吐は必要であるが,取水施設､放水施設などは不要である｡

(3)水の必要な圃場近くでポンプ揚水するので,そこまでの導水施設の建設が不要であり､また,

導水や配水に伴う損失水がない｡

(4)完成後､操作を必要とする施設がなく､維持管理のための組織や経費が軽微でよいo

(5)貯水を地下浸透させるため,貯水池の水面蒸発に伴う無駄水を減らすことができるo

以上のような利点から, ‾この地方では1975年に初めてこの種のダムの築造を試み,その顕著な

効果を確認した｡以来､州の潅放電力省では､これまでにクエツタ周辺で表-1のとおり41ケ所

のダムを作ってきた｡この外,秦-2のとおり5ケ所のダムが現在建設中である｡これらのダム

による地下水の滴養効果はてきめんに現われ,ダムの下韓域ではそれまで低下し続けた地下水位
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が復元し､一年を通じて安定的に潅放水の供給が可能となったり,滴れていたカレーズからの取

水が以前にも増して可能となった｡

2. 2 DelayActbnDamの計画

パルチスタン州の北西部は広大な土地はあるものの､厳しい気候､風土のため,そのほとんど

が未利用のままであり,これまでは限られたわずかな場所で､古来の農業と放牧だけであった0

降雨がわずかなので,天水農業は成り立たず,これまでの農業は一部の湧き水やカレーズを利用

した潅叔農業かあるいは洪水時の一次的な出水を圃場内に溜め､その浸透をまって播種するヒル

トレント潅叔農業が中心であった｡

前者は地形上,一部の恵まれた場所に限定され,その支配面積も数十ないし数百haの規模であ

る｡しかし､一応は潅放水源を確保しているので､潅耽方法,時期､水量などに特定の制約はあ

るものの,穀物,野菜,果樹などの作物は自由に選定できるし,その収量も相当量が期待できる｡

これに反し､後者のヒルトレント潅掛まそわ水源を不特定な雨季の出水に期待するので,潅概水

源が不安定であり,作付可能な作物もソルガムやミレットなどの耐乾性の強い雑穀が中心となる｡

播種の時期は洪水の引いた後となり,前もって予定が立てられない｡さらに､その後の天候次第

で育成期間中に幾らかでも降水がなければ､その収量は極めて少なくなり､年によっては収穫皆

無のこともある｡

パルチスタン州政府としては,これまでのbhyAction D甜nの実貴を跨まえ､今後の潅親閲発

はこのDehyActionDaJnによる地下水開発が最適の手法であるとし,この開発計画の一層の推進

を図る意向である｡現在､表-3のとおクエツタ及びその周辺で数多くのダム候補地点を挙げ､

遂次実施していく計画を立てている｡しかし､実際にはその財政上の裏付けがなく､その具体化

は容易ではない｡結局は予算上の制約から従前通り年間当たり数ケ所のダムの施工に止まり､計

画全体としての進捗は遅々たるものになると思われる｡

2. 3 DelayActionDamの施エ

このダムは普通の貯水目的ダムの概念とは大きく異り,用地や環境上の問題がなく,工事の実

施の上では数多くの利点がある｡工事の着手からその竣工までの施工上の利点､さらに､その後

の維持管理までを含めて順次列記すれば以下のとおりである｡
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(1)エ事用のアクセス道路

ほとんどの土地が不毛の未利用地であり､しかも､地形が比較的濃傾斜地であるので､どこ

でも容易にアクセス道蕗が取り付けられる｡また､擬人資機材もわずかで､道路の構造,親模

は容易なものでよい｡

(2)億設工事

基礎処琴不要,ランダム材料による築堤､特殊工法なし､さらに､盛土､石張,蛇篭以外の

工事用材料はほとんど使用しないので,上記の工事用道路以外の普通のダム築造に要する収設

工事はほとんどいらない｡

(3)仮締切り及び水替えエ

雨季を避けて着手すれば,収締切り及び水替え工は不要である｡

(4)基礎掘削､基礎処理及び就錐工

築堤の安定性さえ確保すれば､多少の漏水はむしろ歓迎される方向にあるので､基礎掘臥

基礎処理あるいは止水壁や止水のためのグラウチングなど一切する必要がない｡

(5)盛土材料

盛土材料は築堤の安定性さえ確保できれば,特に不透水性の材料を選定する必要はなく､大

部分は現地で得られるランダム材料が使用できる｡

(6)築堤工事

これらのダムは堤高50丘(15m)以下の低堰堤としているので､盛土の施工監理にはほとん

ど厳格さは求められない｡通常､当地方では築堤用土が過度に乾燥しており､その含水比調節

のための散水用の水の確保が難しい｡実際には弟地で得られる盛土材料をそのままの状態で用

い､軽微な機械転庄だけで施工している現状で実質上問題ないようである｡

(7)取水沌設などの付帯施設

一般に,取水や放水のコントロールを必要としないので,これらのための施設は設けない｡

従って,工事は主として盛土作業だけの単純作業で､その工程管理は容易である｡
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(8)短期沌工

以上のとおり､工事そのものが単純な土工事中心なので､所要の工事期間は短くてよく､秋

の洪水後に着手し,効果的作業により､次の春の降雨期までには主体工事を完成させることが

可能である｡

(9)維持管理

完成後の維持管由も非常に簡単である.これらのダムには特に操作を必要とする施設がなく,

維持管理としては盛土法面のエロ-ジョン及び余水吐の洗掘状況に留意する程度である｡実際

には州潅政局の磯貝が随時巡回して監視する程度で十分である.
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第3幸 手集の計画とその実沌

3. 1 資金計画

本事業計画はパルチスタン州政府によりまとめられているが､それに必要な資金計画が充分と

はいえない｡これまで,パルチスタン州に対する日本国政府の開発援助は過少な人口や地理的な

関係もあって,他州に比べ遥かに少ない｡ところで､本事業はODAの対象プロジェクトとして

は恰好の性格と規模のものであり､以下の理由により無償資金協力の対象として好適プロジェク

トと思われる｡

(1)全体の事業量は膨大となるが,そのうち無償資金協力に適当な10-20のダムを選定し,その

工事費と工期の面から考慮すれば､プロジェクトとしての通性規模にすることができる｡

(2)事業の実施場所を州都のクエツタ近郊に限定すれば､直接の稗益者も十分いるし､治安上の

問題もない｡

(3)事業は公益性が強く,その効果は下流域全体にあらわれ､受益者の特定が困難となり,無償

資金協力が安当といえる｡

㈹ 現在､これらの既設のダム工事費に対する受益者負担の制度はない｡この制度を変え､事業

費の地元負担を設けるのはまず困難といえる｡

このほか､無償資金協力の対象とした場合､全て個々のダム工事については単年度予算で実施

できるので､全体を2期または3期工事に分けるとしても,予算決算の執行上の不葡合は起きない｡

3, 2 事業の進め方

このプロジェクトを推進するには,まず州政府で立案した全体のダム計画のレビューを行う｡

各々の候補地のダムサイトの踏査､検討をするとともに,開発予定地域の概略調査を行い､農業

開発のポテンシャリティーを確認する｡必要に応じて計画の修正を施し､その上､それぞれのダ

ム計画に対するプライオリティーを付ける｡

この調査結果に基づき､無償資金援助計画の対象としてふさわしいものをスクリーニングし､

10-20ケ所のダム候補地を選定する｡この際､適正な資金援助の捻額と全工事期間を予め想定し,

⊥7-



それに相応するダムのいくつかを選定することができる｡

次いで,基本設計ならびに工事設計業務となるが,この事業は基礎処理のない築堤工事が主体

であるため,見積上の不確定要素が少なく,この工事費は概算見積額であっても相当に高い精度

のものが得られる｡

工事の実地は全体を2-3期に分け,年間数ケ所のダムを仕上げていくべ-スが適当と思われる｡

実際の工事の実施には下請けとして地元企業の参加が考えられるが､彼らには必要にして十分な

姑工機械の手持ちがなく､その調達が問題となり､土工機械の供与が考えられる｡

3. 3 ダム建設の技術面での間毘

ダム建設については,これまで既に,パルチスタン州政府独自で実施してきているので､彼ら

はそれなりの技術の蓄積を持っている｡しかし､工事の計画､設計,施工については技術的な見

地からの見直しを行い､より合理的で適切な手法を導入する余地があると思われる｡勿論､それ

らの事項はこの特殊なダムの性格と工事の泉模にふさわしいもので､まず経済性を優先させ､工

事の施工や将来の維持管理についてなるべく簡便なものとしなければならない｡このような観点

から考えると一応,技術面での検討事項としては以下のような問題が想定される｡

(1)ダムの設計基準及び施エ管理指針の作成

l) 気象､水文､浸透量､用水計画などからダム貯水容量を決定する基準を作成する｡

2) 現地の築堤材料に応じたダムの設計基準を設けるとともに,それに対応する施工管理の

指針を作成する作成する｡

3) 余水吐その他の付帯施設の設計基準を作成する.

4) 地盤の透水性の改善工法の基準を設定する｡

(2)基礎地盤(河床)からの･3透(漏水)皇の把握

地下水の利用計画を立てるうえでダム計画の地点で土壌分析､孝永訣験などにより､透水量

を予測しておくべきである｡もし､地盤の透水性が低く,所要の海水量が得られない場合には,

透水性をあげるための地盤改良の必要も考えられる｡

また､この透水量は年月の経過とともに堆砂や目詰まりにより低減していくものであり‾,そ

の対策を前もって講じることにより,ダムの耐用年数を永くすることができる｡
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(3)機械化沌エとエ程管理計画

短期間に高い施工能率を上げるよう,標準的な機械化施工法を確立し､工程管理のマニュア

ル的なものを示し,無償工事で実証する｡

この場合､現地での放工機械の調達の困難性からみて､無償機材供与を行い､これを州政府

に管理させることも考えられる｡

(4)放水施設の追加

現在は場所により小泉模なサイホン式の放水(取水)施設を持つダムが幾つかあるが､貯水

のより有効な利用を図るためには､放水(取水)施設を設けて,放水量を調節することが考え

られる｡そのための軽微で標準的な施設が考察されるべきと考えられる｡

(5)他のリチャージ施設との併用

地下水滴養効果をより高めるためのリチャージ･ウェルやリチャージ･トレンチなどとの組

み合わせを考え,最適な計画､設計の指針を立てる｡

3. 4 農業及び栽培面での間悪

ほとんどが現在の荒地を開拓して果樹地を造成することになるので,農園と‾しての適地の選定

が重要であり､必要に応じ土壌調査をして具体的な適地を決めることになる｡その結果によって

は土地改良や客土の計画を取り入れることもありうる｡

潅耽開発の主目的は果樹園の新規造成あるいは既設補給水の確保にある｡しかし,現在の果樹

園の栽培状況は労定,圭枝や摘果が行われず,近代的農法からは種違い｡優れた品種を導入し､

より高品質の生産品をより多く生産するための最新の園芸技術の導入が大切となる｡

さらに､植栽果樹が成木となるまでの期間は樹問に行うインター･クロッピングが重要となり､

その作物の選定､栽培技術などについても未経験の農民に対する訓練や指導が必要となる｡

3. 5 協同組合と集荷場

全体としての生産量が上がれば生産物の洗通問題が起きてくる｡農業用の投入資機材の購入か

ら生産物の集荷､選別,貯蔵,出癖に至るまで,協同組合が果たす役割は大きい｡さらに,生産

物の集荷選別場の設置が是非とも必要となる｡

本事業地域はカラチ,ラホール,イスラマバードなどの大量消費地から遠く離れており､生産
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物の梱包出荷や輸送がプロジェクトの成否を振るキーともなりかねない｡従って､これらに関す

る将来計画は極めて重要な課題の一つといえる｡

これら諸目的のために､協同組合組織を結成し､その運営を強力に推進することが望ましい｡

3. 6 衛星データの利用

ダム候補地絞り込みの鍵となる条件として,果樹栽培適地の有無,規模及び良否を定量的に把

握することが重要となる｡しかしながら､パキスタン国においては,地形臥鑑空写真等の使用

が国家機密上席度に制限を受け､それらを利用した主題惜敗の解析に極めて困難を来たしている｡

また､本事業促進を考慮した､対象地域を十分に網羅している既存の主題図は来車備である｡

これに対し､本調査対象地域は土地条件(標高,傾斜,表層土質､植生等)の分類･分布が比

較的単純であり､また,気象条件(気温､降雨量等)の分布との相牌性もそれほど複雑ではない

と推察できることから､広域を均一かつ定量的に解析する手度として､本調査においては,人工

衛星データの利用が有効となる｡

ダム候補地の検討パラメータとして､人工衛星データ解析から得られる情報として次の項目が

上げられる:

1)現況土地被覆の把撞

2)果樹栽培に適正な土凍をもつと推定できる地表部分の抽出

3)水利ポテンシャル地として地表水とシーピッジゾーンの抽出

4)地形条件として傾斜地分故による平坦地の抽出

5)環境条件として土塊侵食の現況把撞等

特に､適性土壌を有する地表かどうかを解析する方法としては,以下に示す手順が考えられる｡
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既存果樹生育地

適性土塊を有する

果樹生育

ポテンシャル地

適性土塊を有する

土壌の分類･抽出

現地調査:土塊サンプリング

土妓性質分析

現地訴査:裸地､草地であり土塊性

質の同様な地点の確認

衛星画像上での､現地調査地点に

かかる分光反射特性解析

同様の分光反射特性を示す画素の
分類抽出

r‾‾ー‾‾‾‾ー‾■‾l

I-I;土性
;

暮 I

;永分量;
:腐食量 …
;酸化鉄量;l

L@@___%_:

r‾ーー‾ー‾‾ーー■‾■‾l

萱t)ルライン:

画像解析に利用できる人工衛星データとしては､ランドサット(米国) ､
SPOT (仏国) ,

LISS (印国) ､ JERSl (日本)等がある.
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第4幸 手業についての所見

この地方は独特の潅枚方法として､数kmある-いは数十kJTlの遠隔地からの地下水道で地下水を集めるカ

レーズ潅漉､あるいは洪水時の｢次的な出水を圃場に貯留させるヒルトレント潅概など､古くから開発さ

れてきたものであるが､前者は適用地域が限定された小泉模なものであるし､後者は原始的な農業であっ

て効果的な潅放とはいえず,いずれも今後の開発対象になるものではないo

今回計画として取り上げているDelayAcd00Damによる潅政事業はこの地域の気候風土の特徴を活かし,

いわば上記の古来の2方法を組み合わせたようなものといえる｡この地方にとってはこの潅概方法が,令

後の残された唯一の農業開発事業といえる｡

このダム開発には前述の事業計画あるいは設計施工上の多くのメリ.ットが考えられるが,その他､次の

ようなダムの長所を上げることができる｡これに反し､一般的なダム建設に附随して生じるデメリットは

まず考えられない｡

(1)全く不毛の山間原野にダムを造るので,自然環境面でのマイナス要因はありえない｡

(2)洪水時の出水を∵次貯留させるので､洪水調節の役割を果たすことができるし､既存水利権を侵す恐

れはない｡

(3)下流域の地下水源の供給を増やすことになり､洗域のカレーズの湧き水の量か増えるので､その機能

の復元または強化が図れる｡

工事の規模か小さく付帯施設がほとんどないので,これらのダム工事費は1ケ所当たりにすれば､その

ほとんどが数千万円程度の金額である｡これに対し､果樹園潅故による農業の純益は成木となればヘクタ

ール当たり20-30万円を見込むことができる｡いま倣に､ 1つのダムの受益面積を200baとすれば､年間

の稔純益は約5千万円見当となる｡ダム建設以外にもチューブ･ウェルその他の潅故施設に対する投資が

別に必要であるもののプロジェクトとしての経済性は十分発揮できる0

パルチスタンはパキスタンの国の中でも最も人口密度の小さい州であり,しかも特にみるべき産業がな

く､ここでも若者の定住率が低い｡このままでは､この過疎化傾向は今後一層増加されると懸念される｡

一方､最近ではアフガシ難民の一部がこの地方に定住化してきており､これらの問題を踏まえると,新し

い産業を興し,地域の労働力の吸収を図る必要に迫られている｡

-12-



漆付資料1

調査日程

日 程 調査活動

5月17日(月)

18日(火)

19日(水)

20日(木)

成田発イスラマバード直行

日本大使館及びJICA事務所訪問

空路移動(イスラマバ+ドークエツタ)

パルチスタン州潅放電力局訪問､ Mohammad Amin次官他関係者と協議

午後,工事中のE訂訂Iga川のErosion ProleCdon ProjectSite､完成目前のKhommanda

Delay Action Dam Site及び現在計画段階のSaragurg Delay Action DamSiteの現地調査な

らびにカレーズ潅故のリンゴ園を視察

21日(金) 完成したE血oshab Delay Ac丘on Dam及び馳aLIOZai加hy Action Damとその受益地の現況

調査､途中でカレーズ,チューブ･ウェル及び洪水潅故地区を視察

22日(土) 州潅概電力局Moh胡Imad Amin次官他と事業の推進につき協議､現地調査の結果につ

いてのコメントを行い､意見交換をする｡また,完成済み及び計画中のダムの

Inventoryのフォームを示して今後提出するよう依頼する

23日(日) 陸路移動(クエツタ-ゾップ)

途中､地形ならびに地貌,植生状況の調査

24日(月) 陸路移動(ゾップーD.Ⅰ.カーン)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

29日(土)

途中,地形ならびに地貌,植生状況の調査

陸路移動(D.Ⅰ.カーンーイスラマバード)

資料収集及び整理

日本大使館及びJICA事務所訪問,調査結果の報告

空路移動(イスラマバードーカラチ)

カラチ発バンコク経由

成田(及び名古屋)帰着



添付資料2

面会者リスト

1.日本大使館 田野井雅彦 一等書記官

2.国際協力事業団 岩崎 薫 開発調査担当官

3
･パルチスタン州潅放電力局

Mr. MohammadAmin Secretary, hTigadon ard Power Department

Mr. AbdtB Salam Eb Chief Engineer, hTigadon aJd Power Department

Mr･ Munawar Kb皿 Superintendent Engineer,hTigation Circle Quetta



秦-1 (1) DELAY ACT10N DAMS IN OUETTA DISTRICT, BALOC川STAN (Completed)

Construcdon Dam

Cos( fleigh( Em♭, VoJume

M.Rs) (ft) (1
,㈱ cft)

Storage Command

Capacl (y Area

JM

40 50

RemaJ.ksName of Dam

Murghi Kotal

Wali Dad

Zawar Ran

Habib DATA-I

Khom Madlda

Marian Ma爪da

Location

12 miles East of Quetta

10 Km East of Quetta

45 miles South thst of Quetta

15 Km North East of Quetta

20 Km North East of Quetta

20 Km East of Ouetta

Completed

堕聖L垣

June '79

'73

'86

June ●72

Juneワ3

-do-

0.4(氾 28

0. 159 25

1.263 40

0. 142 30.3

3.368 34

3.∝X) 47.6

433

199

1
,290

256

I,612

1
,492

13.1

134

40

71

35.3

200

no( functionlng

apple & apncot

150 apple, whea(, vegeLabJes

50 apt)1e



i-1 (2) DELAY ACT10N DAMS IN P[SHIN DISTR]CT, BALOCHISTAN (Comp[eted)

Constn)cdon Dam

Cost Height Emb, Voh)me

臥

O.922 34 899

2.㈱ 37 742

1.(X氾 32.21 833

l.200 30 l
,280

0.697 49.5 1
,235

l.054 31 l,386

0.551 39 l,426

2.(X氾 50.29 1,$14

l.125 40 3,67$

0.460 30 l
,2
1 9

1.700 38
･

l,383

2.515 45 1
,244

0.900 40 2
,792

0.909 26.49 947

1.1 10 45 1,053

0.719 50 1,041

0.824 15.73 1
,406

Completed

塾止!聖

'87

JuncT86

JuJle'8 3

'88

June 'S3

Jtlne 'S7

June '87

June '86

June.84

June '86

June '89

June '86

June '83

June '83

June.89

JLlne-90

June'$ 3

Location

60 miles Nord) East of Pishin

55 Km bm Pishin

2mi1es Nor山払sl of Yaruvillage

22mi1es No山1 0f QueLta

4i miles Northof Pishin

75 miles East of Pishin

22 miles North Esa( oE Pishin

9 Km East of Khonozai

Smiles West of Murgha Faqirzai

50 KJT) Nor山Eas1 0f Pishin

33 miles North West of Pishin

100 Km North West of Pishin

70 miles North of Pishin

7miles NortJI Of Ch孔man

35 miles North East of Pishin

34miIes Nord) Eas( of Bagh

70 milesfrom Pishin

Name of Dam

Chachobai

Sabooni

Obedaki

S血ikarGal

Shadak

Zbhri

Busaid Aghbqgai

Khushab

St)rtal

M血aI Tangi

GaraJlg

Kar Ma皿da

Khurso

Boghra Secondary

Beama

Ghunza

lnianai

StoJ3ge CoL7)mand

Capacity Area Rena(ks

(aft) (AC)

90

60

50

50

40

250

190

180

250

245

150

143

220

26

70

83

80

140 apple, wheat, vegetables

135
-do-

100 apple,wheat,vine

150 Apple

50 apple, wheat, vegetables

1 10 apple, wheat

50
-do-

2(氾 I do -

100 - do -

2(氾 apple , apncot

5(氾 apple, wheat

250 apple

250 apple, wheat

50

loo

I 15 apple

100 apt)1e, vegetables



表･1 (3) DELAY ACTION DAMS (”PISHJN DISTRICT, BALOCHISTAN (Completed)

CoIIS加C Lioll Dam

Cost fleigh( Emb, Volume

吐M

O.430 26.49 319

0.235 39 l
,24
1

l.420 40 1
,423

1.980 36 1
,395

l.∝沿 40 3,355

1.2(氾 38 3,65 1

6.∝氾 40 l.942

l.㈱ 3$ 2,026

1.200
･
36 854

0.8∝) 38 1
,388

3.08S 44 2
,036

2.210 34 1,382

Completed

辿聖L出蛮

June'$ 1

June '$4

June '$6

June '90

June.$3

Jt)ne '$3

JuJle '90

I80

June.$l

Jlln¢●βO

Jun° '93

JL)Jle'93

-do-

-do･

-do･

-do･

-do･

-do･

Location

70 miles from Pishin

1 10 miles Nordl Eas( of Pishin

55 miles from PishiJ1

27 miles East of Pishin

27 miles North East of Pishin

26 miles North East 0f Pishin

2S miles SoudI East of PishiJt

10 miles North of PishirL

53 miles NorthEas1 0fPishin

33 miles Nor山Wes1 0f PishiJ)

48 Km Nor山Wesl of Pishin

15 Km Nor山of Maizaiadda Pishin

50 Km North Wes( of Pishin

18 miles Wes( of Khonozai

45 miles North West of Pishin

42 miles East 0f Khonoza

4 miles Sot)Lh East of PishiJ)

NaJTIe Of Dam

Savgi

Khaiz

Ghaqgal

Tore Khulla

Balozai

Khanoヱai

Bostan

Kht)shdil Kha皿BtLnd

TokhaiMalezai

Aghbergai

Uch BiaAZai

Sham A4anda

Spinkai

NaJWJI Jalak

AghbaTgiKach Bassanzai

flusha Tarn

Tarkha

1.644 J 38

1.653 45

2.100 40

2.260 42.42

3.200 35

2.(X氾 7.5

960

1
,260

7$0

1,530

I
,875

340

Sねrage Co打Imand

Capacity Area Rema(ks

(am (AC)

26

212

loo

85

245

260

1(X)

4,500

95

50

184

97

66

146

62

95

209

Nadera Detention Bund ChamaJ1 9 miles South of Chaman

135 apple, vegetable

140 -do
-

175
-do

-

150
-do

-

300 apple, apncot

3(氾apple, wheat. vegetables

250

10,㈱ silted up

50 apple, wheat

50 - do-

loo apple, wheat. vegetables

350 apple, whea(

175 - do-

150 apple, wheat. vegetables

150 apple, wheat

175

2(氾apple, wheat. vegetables

1” apple. vegetables



&2 DELAY ACTION DAMS IN QUETTA, PISHIN DISTRrCT, BALOCHISTAN (on-going)

Construcdon Dam

Completed Cost Height Emb, Volume

Mom. /year) (M.Rs) (ft) (1
,∝氾cft)

Storage Command

Capacl ly Area Remarks

(af11 (AC)

Name of Dam Location

Habib Data - II

Darn Toghai

InzargaJ

Backak

A血bergai

Q幽1

15 Km North East of QuetLa Scheduled Dec'93 2. 103 40 930

出血虹払虹血

30 Km No仙Wesl oE Pishin

25 Km Nor血Wes1 0f Pishin

64 miles North Wes( of Pishin

30 miles North Wes( of Pishin

Scheduled Dec'94

-do-

-do･

-do-

7.3(氾 38

2.(X氾 38

1.6W 25

0.8(泊 31

3,451

1
,(池5

990

418

59

277

146

92

61

750 apple, wheat, vegetables

2CK) apple, wheat

150 apple, wheat. vegetables

l00 apple, wheat



表･3 (1) PROPOSED DELAY ACTtON DAMS, lN BALOC川STAN

Const■n _ ‥ _
Command

sN?.' N-¢o,D-

yP:ntug'鮎冨dhC,ostA柁A District / Village

姓9____________________

250 Que(ta, Sarahguz:gi

130 Quetta, Nohsar

140 Quetta, Each

520

500 nshin, Malik Yaf

250 Pishin, Shaikhalzai

500Pishin, Eilli Faizabad

200 Pishin,KilliTora Shah

2(氾Pishin, Sa皿Zalai

1(氾Pishin,毘ilu Shishan Ran

150 Pishin, Killi Wachobai

2(氾PishiJl, Shamn Toba Kakari

280 Pishin, Dil Sofa

160 Pishin, Bagh討℃a

300 Pishin, Ej比a Viala

260 flshin, ChiTW

280 nshin, Walma

300Pishin, Z訂Ihch

250 Pishin, Bawar

3(氾fqshin,Amozai

280 Pishin, Ismailzai

170 Pishin, Shast

280乃shin, Khaiz Toba Eakari

160 Pishin, Zhr Tangi

240 Pishin, NarmiToba Kakariarea

500Pishin, Khanozai

260 Pishin, Rud MulkLZai

3仰Pishin, Zahariazai

250 Pishin, Ⅰ血bibzaiGulistaq1

1,5m) Pishin,AmbaiKakozai

3,5(氾Pishin, Toba Achakzaiam

1 1,670

幽望
1. Dm

2. Nohisar

3. Each

TotaI

地主聖_
1. Temrak

2. Jiga

3. Pasta Manda

4. Sher Ghundi

5. Sanzalai

6. Spingolona

7. Wachobai

8. Sharan

9. EiLZa Baina

lO. Dar且

ll. NariKach

12. Chinar Ma爪da

13. BabaiMan血

14. Sl甘℃ha Z血h

15. China Bawar

16.Amozai

17. Shasa lsm由1zai

18. Shast Mohammadzai

19,馳aiz

20. Z打Tangi

21. N血

22. T地

23. Sur Ghtmdi

24. Peshi

25. Habibzai

26r30 Fire(5) Dams in

AmmbaiEkLkozaiam

31/41 Eleyett (ll) Dams itt

Toba Achakzaiむ℃a

Total

24 Ⅰ2.㈱

18 5.∝X)

24 8.()α)

25.(X氾

18 5.2(氾

12 3.220

18 3.5(X)

12 2.500

12 2.500

18 3.6W

12 2.㈱

12 1.㈱

18 4.αX)

12 1.500

1 8 25.(X氾

18 3.OW

12 1.950

12 1.570

12 1.5(氾

12 l.900

18 1.9W

I2 2.(X氾

1 8 3.(X氾

12 2.(X沿

12 1.5(X)

1 8 10.5(氾

12 2.∝氾

18 4.㈱

12 1.5(氾

1 8 10.5(X)

36 28.(X氾

13 1.440



表一3 (2) PROPOSED DELAYACTtON DAMS, lN BALOC川STAN

Consl-n _ ..
_ Commamd

sN?.● ”-eOfD- vPintvf払冨dRsC,ostA托a District / Vinage

姓9____________

650 Ziamt

5(氾ZiaraL Kawas

2(氾Ziamt, Zandra

250 Ziamt

350 ZiaTat Baba Kharwari

450 Zisrst Pechi

450 DeraBllgti
-

250 Dera Bugli

3,100

地堕+._
1. Sar礼 Be(ki

2. Eawas Chashma

3. Shinmaghzai

4. Uch-GhaTa

5. Ush-Ghara

6. HoBdi

7. Deher

8. Stomge Dam at Dakokh

neaF D¢ra Bugd

Total

空地坐
1. Chki Noghey

2. Tegh

3. Badoo Kt)shta

4. Pahrichi

5. Gher Ktlnji

6. Samp

7. Mohanj

8. Pashuk

9. Lal Ba2u

10. Shamdi

ll. Piw血

12. Pattak TaJaiSiman

13. Ziarat

14. bpalanji

15. L排Digri

16. VIAL

17. ToriKalaJl

18. Gawandan

19. Raksha山一Rai

20. Kad Koocha

21. Ehadrian

22. Btmap

23. So(gall

24.Lejay

25. Basima

26. Borco

27. Path

8

8

8

8

8

8

8

18

12

12

24

24

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

4.

3.

4.

2.

2.

4.

2.

0.

25.

2

3

5

3

2

3

3

2

1

1

1

2

3

3

3

3

3

3

1

3

3

3

3

3

3

3

3

500

500

867

6(X)

5(X)

500

276

806

549

500

㈱

∝X)

(X沿

700

(X沿

500

㈱

3(氾

㈱

500

(X氾

445

(X氾

000

∝氾

500

200

500

500

∝氾

5(X)

8(氾

7(X)

500

800

㈱

200Kunzdar, Chuki Noghey

3(氾Kunzdar, Tegh

650 Kunzdar, Zehri

2(氾Kunzdar, Omch

450 Kunz血, KoriKumbro

250 Kunzdaq･, Siman

350 Kunzdaq, Mula

150 Kunzdar, Baghbana

350 Awamn, Lal Bazar

200Awaran, Shandi

300Awamn, PirarLdaq

80 Khuzdar, PatLak TolaiSiman

208 E山a(, Ziamt

240 hhsmng
,IspalaqLji

120 Masbng, Lase

120 hbstt)ng, Thai

270 Mastung, Tori&山m

260 Ealat, Gawam血

150 Kalat, R血an-Rai

170 Mastung, Sad Koocha

190 Masttmg, Khadrian

285 Khamn, BtlnaP

280 Ehamn,Sotgam

290 Eb打an,Lejay

250芯hamn, Basima

175 Khann, Borco

225 Ehamn, Path



i -3 (3) PROPOSED DELAY ACT10N DAMS, lN BALOCHISTAN

Const-n

Period

rMonl

Estma'd Cost

(M. R5)
Na皿¢ Or Dam

Com man且

Area District / Village

A
230 Khamn, Maski

260 m打an, Topian

3,(X氾Turbat, Garuk

750 Turbat, Rungani

650 Turbat, Simsoori

7CK) Turbat, Dasht-e-Kuddan

1
,200Turbat,

Damba皿i

4,(X氾Turbat, Jantri

400Tl止bal, G血

1
,5(氾Ttqbal,

Eakagne

l
,6W
Turbal, Tahbim

2,000 Turbat, Darwar

2,(X氾Turbat, Garuk

2,㈱ Turbal, Ziarat

l,5(氾Turbat, Dezvi

900Turbat, Gtlburd

2,∝X) Turbat, Dukrum

500 PanjgtLr,Sorap

l
,5(氾Panjgur,

Basad

2,㈱ Panjg町,Juder2a

2,(X巾Gawadar, Shahzanak

2,∝氾Gawadar, Sawar監aur

2,500Gawadar, Tdar

2,(X氾Gawadar, Basol

l,800Gawadar, Samdan

1
,200Gawadar,

Shehgawash

l
,(X氾Gawadar,

Nilag

l,4(氾Gawad∬, Balar

900PhjgtLr, Note Shape

1
,∝氾叫gtlr,

Karpoke

950 Panjg町,血toon

l
,()α)
Paqljg町,SariKorad1

3,(X氾Las-Bela, Dtqeji

4,2(氾Las-Bela, DadlO Durehi

500Bela, Lung-Lohar

60,853

S∝l.

No.

28. Maski

29. Topian

30. Gar止

31. Rungami

32. Simsoori

33. Dasht-e-Kuddan

34. Dambani

35. Jantri

36. Gurdan

37. KakagT)e

38. Tahbim

39. Darwar

40. Ganlk

4l. Ziarat

42. D¢2:vi

43. Gtlbtlrd

44. D血m

45. Sorap

46. Basad

47. Juderza

48. Shahzanak

49. Sawar KatLr

50. Tdar

5l. Baso1

52. Samdan

53. Shehgawash

54. Nilag

55. Balar

56. Note Shape

57. KazTX)ke

58. Hatoon, Shape

59. SariKoran

60. Khuliro

6l. Datho Storage Dam

62. Buba(ki Storage Dam

To血l

12

12

12

12

12

12

12

18

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

12

48

36

12

12

12

12

12

18

24

.2(X)

.5(X)

. 9(X)

.514

.523

.900

. ∝X)

.(XX)

.(XX)

.(XX)

.(X氾

. 7(X)

.∝X)

.㈱

.5(氾

.500

.(XX)

.000

.5(X)

,(XX)

.(X氾

5(X)

.90

.∝X)

,㈱

.9(氾

.(X氾

.(XX)

.㈱

.(X氾

(X氾

00

㈱

∝氾

㈱

982

3

3

2

2

2

2

3

7

3

3

3

4

3

3

2

2

3

3

3

3

3

3

3

4

3

2

58

20

3

3

3

3

3

8

10.

274.
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7(hushab DalTl

(19S6年6月完成)
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Khanozai Dam

1944年農民自身で

築造したものを

1983年に烏あげ

改修を行ったc

同上ダムにより

酒巻された

カレーズ潅放水路

洪水時の水を一時

湛水させ､その水の

浸透を持つて播種を

するヒルトレント

権耽と,そのtlund.
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